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コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

＜執筆者プロフィール＞   

　大手家電メーカーにて、海外経営責任者などの要職を歴任後、ジェムコ日本

経営に入社。2007 年執行役員、2011 年取締役、2015 年 6 月より現職。上場

企業経営トップおよびボードメンバーへの顧問型経営支援をはじめ、グローバ

ル戦略の構築から、製造現場の現場力向上、品質革新など、経営全般にわたり幅広く活躍している。

実践に裏打ちされた「わかりやすい」コンサルティングが身上。「ものづくり経営入門」（日経

BP）他、雑誌や媒体への執筆、講演も多い。

　主な資格は、ICMCI（国際公認経営コンサルティング協会）認定コンサルタント、公益社団法

人全日本能率連盟認定マスターマネジメントコンサルタント、経済産業大臣登録中小企業診断士

㈱ジェムコ日本経営   /   常務理事 グローバル事業担当
高橋 功吉 （たかはし こうきち）

【第10面に続く】

交通事故の原因を掘り下げると

  運送業界においては、どの企業でも運輸安全マネジメントの取り

組みが行われている。安全第一の方針徹底や安全教育、ヒヤリハッ

ト情報の共有化、乗務員の健康管理の取り組みなどはどの事業所で

も行われている。また不幸にも事故が発生した時にはドライブレコー

ダーで事故の状況を確認し、原因と共に再発防止策に活用している。

  ところで、ある旅客自動車運送業の企業でお聞きしたことだが、

事故を発生させないためには、それだけでは不十分とのこと。事故

を起こした原因を掘り下げて調べたところ、「考え事をしていて注意

散漫になっていた」ということが結構多かったそうだ。心配事があっ

たり、家庭内で問題を抱えていたりすると、どうしてもそのことが

頭に浮かび運転に集中できず、事故を起こしやすくなるということ

だ。実際、借金問題や介護の問題、離婚問題や子供の問題など問題

を抱えていることは多い。これらの問題が頭を過ると注意散漫にな

るのももっともなことだ。これを踏まえて、この企業ではメンタル

面での対策に力を入れているとのこと。個人的に抱えている悩みは

ないかを把握すると共に、それらをいかに相談しやすくするかが大

切と言う。これは単なる運転手の健康チェックだけでは見つけるこ

とは難しい。

製造現場での怪我や品質問題の原因にも

  実は、同じことが製造の現場にもあてはまる。製造現場での怪我

や事故の中には、注意散漫になっていて注意すべきことが注意でき

ていなかったということがある。また、怪我や事故だけではなく、

品質問題が多発することもある。筆者の指導先でのことだが、その

日の工程不良が突然増えていたので確認したところ、ある特定の作

業での見落としが続出していた。リーダーに確認したところ、作業

者はいつものメンバーとのこと。作業者には見落としをフィードバッ

クして注意したとのことだが、明らかに異常なので、その作業者に

私的なことで何かあったのか確認してもらった。わかったことは、

その作業者はいつも生理の前になると体がだるくなって、作業に集

中できない状態になっていることがわかった。

些細な変化に気付けるか

  話しを聞けば、そういうことかで終わってしまう話しなのだが、

大切なことは、このような作業者の変化にどれだけ気付いて配慮で

きているかということだ。冒頭紹介した絶対に安全な運行をモットー

とされる旅客自動車運送業の企業では、家庭での心配事はないかと

いうことまで、一歩踏み込んだ取り組みをされている。

  従業員の顔付きの些細な変化にも気付いて声を掛けることができ

ている職場は、問題を未然に防ぐことができる。また、そのような

気配りの行き届いた職場は従業員にとっては、まさに居心地よく、

タイ語で言うサバイチャイな職場と言える。

  このような職場を作ることができるか否かは、その職場の責任者

第170回 些細な変化に気付けているか
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【第 9 面から続く】

　先週 8 月 9 日のドルバーツは、33.20 近辺で取引を開始。上海株式

市場が上昇し人民元が買われる中、アジア通貨全般に買いが入ると

ドルバーツも 33.10 台まで下落した。海外時間に入るとトランプ政

権によるトルコとロシアへの制裁が嫌気され、新興国通貨が軒並み

下落。ドルバーツも 33.20 台まで反発した。

  翌 10 日はトルコリラ安が継続する状況下、欧州中央銀行（ECB）

がトルコにエクスポージャーを抱える欧州銀行の債務を懸念し始め

たことでユーロ相場が大きく下落し、世界各国の株式市場も全面安

の展開となった。トルコリラは前日比で約 2 割の下落をみせ、新興

国売りが加速する中でドルバーツは一時 33.35 近辺まで上昇した。  

週明け 13 日はタイが祝日で休場となる中、リスクオフムードが継続。

クロス円が続落する中でドル円が直近安値を更新した他、ドルバー

ツも 33.30 近辺で取引を開始すると、オフショアでバーツ売り圧力

が強まる中、一時 33.40 近辺まで上昇した。

  翌 14 日は過度に進んだトルコ懸念が落ち着きを見せ始めるとユー

ロや新興国通貨の買戻しが入り、ドルバーツは 33.25 近辺まで下落

する。

  15 日は、前日に中国の経済指標が冴えない結果になったことやイ

タリアの財政懸念からユーロ相場に下落圧力がかかる中、ドル買い

が優勢となり、ドルバーツは 33.35 近辺まで上昇。その後はトルコ

当局が銀行のスワップ取引の上限を従来の 50％から 25％に引き下げ

ることを発表するとトルコリラが急伸し、ドルバーツも 33.30 近辺

まで下落した。

ドルバーツは引続き堅調地合いを予想

  8 月に入ってからのドルバーツは、トルコリラや人民元の動向に振

らされながらも、33.10 ～ 33.40 をコアとしたレンジ推移が継続して

いる。7 月後半から 8 月初旬までは日米欧の金融政策に注目が集まっ

たものの、いずれの会合も大きな政策変更は見られず、先週 8 日に

発表されたタイ中銀の政策金利も予想通り 1.50％となったことで、

バーツ相場への反応は限定的となっている。

  かかる中、市場の関心はどこへ向かうのかに注目したいところで

あるが、トルコ問題のような短期的なノイズを除くと、米国の通商

懸念以外はこれといった材料もなく、夏季休暇入りしている取引参

加者が多く、流動性も低下している状況下、来週は動意に乏しい展

開が想定される。タイの実態経済は好調であり、ファンダメンタル

ズに即せば、バーツ高をサポートする構造に変化はないが、着実に

利上げを実施している米国（9 月の連邦公開市場委員会（FOMC）につ

いても約 9 割の利上げ確立を見込む）と未だに利上げに踏み切れて

いないタイとの金利環境を踏まえれば、証券投資を初めとして、米

国（ドル）の方がタイ（バーツ）よりも分があるように感じられる。

トランプ大統領が米国の利上げに対して否定的であるのも事実で、

ドル高と連邦準備制度理事会（FRB）の利上げについて踏み込んだ発

言がなされた場合はドルバーツが大きく値を崩す展開もあり得よう

が、基本路線としてはバーツ安基調が継続する展開を予想したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8月 15 日 18：30）

橋　雄史

ドルバーツは、トルコリラと人民元相場に振らされる展開

の心がけで大きく違ってくる。毎朝、「おはよう」という挨拶の中で、

部下の顔付きをしっかり見て、体調は問題ないか、悩みを抱えてい

る様子はないかを意識して観察することが大切だ。これを日頃から

意識している人は、自ずと変化に気付くことができるようになる。

些細な変化に気付くことのできる上司は部下からの信頼も厚く、協

力的な職場にできる。単に、怪我や事故がなく、品質問題を発生さ

せないというだけではなく、コミュニケーションのとれたベクトル

のあった職場にすることができるということだ。まずは意識して部

下の顔付きを見ることから始めてみてはどうだろうか。




